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市
商
連
で
は
、
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
の
今

年
、
横
浜
市
の
支
援
を
受
け
、
個
々
の
加
盟
店
を

主
役
と
し
た
１
５
０
円
商
品
の
売
り
出
し
を
各

商
店
街
ご
と
に
実
施
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
企

画
、「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
を
用
意
し

ま
し
た
。
開
催
日
は
今
年
の
６
月
か
ら
来
年
２

月
ま
で
の
偶
数
月
第
２
土
曜
日
で
す
。

　
商
店
街
を
１
つ
の
１
５
０
円
シ
ョ
ッ
プ
に
見

立
て
る
こ
の
企
画
は
、
横
浜
開
港
１
５
０
周
年

2009年
横浜開港150周年
2010年
ＡＰＥＣ首脳会議は横浜で！

＊省エネ・エコ電球（ナショナル製）採用

保土ヶ谷区
西谷商栄会

http://www.sankodenki.jp

神奈川営業所
　横浜市青葉区たちばな台2-24-4
TEL.045-962-4517　FAX.045-962-4539

電気料金半額を電気料金半額を
　　実　　実現現ししままししたた！！！！

街路灯55基
放送設備一式
新設工事完成

を
盛
り
上
げ
、
商
店
街
・
商
店
の

存
在
を
改
め
て
消
費
者
に
ア
ピ

ー
ル
、
個
店
の
販
促
に
つ
な
げ
、

商
店
街
の
再
生
・
復
活
へ
の
き

っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
加
盟
店
舗
の
概
ね
70
％
以
上

が
参
加
す
る
こ
と
が
、
参
加
商

店
会
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
、
チ
ラ
シ

（
い
ず
れ
も
内
容
は
共
通
）
な
ど

の
宣
材
は
市
商
連
が
、
参
加
各

商
店
街
に
無
料
で
送
付
、
ま
た
、

横浜開港150円商店街

＜参加申込受付中、締切２月２７日＞

　本紙
も

創刊１
５０号

！

商店街・商店の存在アピール＆販促の機会！
参加して年間販促計画に盛り込もう！

付　　加
サービス

2009 年６月～2010年２月の
偶数月第２土曜日（雨天決行）

各店舗の開店時間

参加商店街各店頭

各店で用意した１５０円商品
（サービス）を店頭に陳列・販売

『１５０円商店街ポイントカー
ド』（ポイントシール台紙、右写真）
商品購入ごとにポイントシー
ル１枚を進呈。消費者はポイ
ントカード（50円切手を貼る
と市商連宛はがきとなる台
紙）に10枚貼り、応募（投函）
する。各回ごとに抽選。締切
は開催月の末日。抽選は翌月
初旬。

開催時間

会　　場

内　　容

開催日程

１５０円商店街ポイントカード

こ
の
企
画
の
盛
り
上
げ
策
と
し
て
、
お
買
い

上
げ
の
方
に
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る
サ
ー
ビ

ス
も
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
商
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス
コ

ミ
等
各
種
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
へ
の
告
知
な
ど

で
広
報
に
も
努
め
ま
す
。

　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
に
つ
い

て
、
各
商
店
会
ご
と
に
ご
検
討
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

横浜開港150周年記念商店街イベント
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　横浜
開港

１５０
円商
店街

１
　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」の
趣
旨

Ｑ
１
　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
と

は
何
か
。

Ａ
１
　
消
費
者
の
足
が
大
型
量
販
店
に
向
か

い
、
商
店
街
に
お
い
て
は
衰
退
の
傾
向
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
現
在
、
商
店
街
の
知
名
度
の

向
上
、
商
店
街
の
販
売
促
進
な
ど
商
店
街
活

性
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

横
浜
開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
と
し
て
「
横

浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
を
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
２
　
商
店
街
で
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
イ
ベ
ン
ト
と
ど
う
違
う
の
か
。

Ａ
２
　
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
イ
ベ
ン

ト
担
当
役
員
な
ど
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
が

忙
し
く
、
ま
た
、「
福
引
会
場
」
な
ど
商
店
街

の
一
カ
所
に
し
か
集
客
で
き
ず
、
来
街
者
を

商
売
に
つ
な
げ
る
に
は
全
て
個
店
の
営
業
努

力
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
お
店
の
全
て
が
参
加
す

る
こ
と
と
な
り
、
役
員
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
な
お
か
つ
各
個
店
に
お
い
て
は
「
商
売

に
直
結
」
す
る
こ
と
が
異
な
り
ま
す
。

Ｑ
３
　
な
ぜ
、商
店
街
の
お
お
む
ね
７
割
以
上

の
店
舗
が
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

Ａ
３
　
商
店
街
全
体
を
「
１
５
０
円
シ
ョ
ッ

プ
」
に
見
立
て
商
店
街
全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
、
来
街
者
の
増
加
を
図
り
、
商
店

街
の
知
名
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
本
来
な
ら
ば
商
店
街
加
入
店
舗
全
店
の

参
加
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
４
　
商
店
街
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
の
か
。

Ａ
４
　
１
回
開
催
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ

れ
が
即
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
の
先

駆
的
商
店
街
で
あ
る
山
形
県
新
庄
市
内
商
店

街
に
お
け
る
「
１
０
０
円
商
店
街
」
に
つ
い

て
も
２
０
０
４
年
７
月
か
ら
す
で
に
４
カ
年

を
経
過
し
市
民
の
間
に
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。
新
庄
市
の
例
か
ら
も
息
の
長
い
取
り
組

み
が
必
要
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

２
　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
で
の

提
供
物
品
等

Ｑ
５
　
何
を
売
っ
た
ら
良
い
の
か

Ａ
５
　
基
本
的
に
は
、
長
期
在
庫
と
な
っ
て

い
る
商
品
を
活
用
し
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
取
引
を
し
て
い
る
問
屋
等
で

長
期
在
庫
と
な
っ
て
い
る
商
品
を
安
価
に
仕

入
れ
こ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え

ま
す
。

　
な
お
、
両
者
に
て
対
応
で
き
な
い
場
合
に

は
、
通
常
、
店
舗
で
販
売
し
て
い
る
商
品
の

う
ち
、
品
目
を
定
め
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
に
限

り
15
％
引
き
等
に
て
販
売
す
る
こ
と
も
一
方

法
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
６
　
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
は
、
何
を
売
り

物
に
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
６
　
例
え
ば
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
に
あ
っ

て
は
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
１
５
０
円

で
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
１
５

０
円
で
提
供
す
る
。
ま
た
、
理
美
容
業
に
あ
っ

て
は
、
子
供
（
未
就
学
児
童
）
の
理
美
容
を
１

５
０
円
で
提
供
す
る
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
　
商
店
街
組
織
の
取
り
組
み
等

Ｑ
７
　
商
店
街
と
し
て
「
横
浜
開
港
１
５
０

円
商
店
街
」
へ
の
出
店
は
ど
う
か
。

Ａ
７
　
商
店
街
と
し
て
独
自
に
出
店
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
売
上
金
に
つ
い
て
は
、「
横
浜
開
港
１
５
０

円
商
店
街
」
継
続
の
資
金
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
出
店
の
例
と
し
て
、

　
(1)
冬
季
で
あ
れ
ば
「
豚
汁
」
１
杯
１
５
０

円
で
来
街
者
に
提
供
す
る
（
保
健
所
の
許
可

を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

保
健
所
の
確
認
が
必
要
で
す
）。

　
(2)
子
供
を
対
象
と
し
た
駄
菓
子
を
１
５
０

円
で
販
売
す
る
。

　
(3)
地
元
農
家
と
の
連
携
に
よ
る
地
産
野
菜

の
販
売
。
物
産
展
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
が
独
自
に
創
意
工
夫

の
元
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
横
浜
開

港
１
５
０
円
商
店
街
」
が
商
店
街
活
性
化
に

有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
８
　
商
店
街
に
加
入
し
て
い
な
い
店
舗
か

ら
「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
へ
の
参

加
を
求
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
８
　
こ
れ
を
機
会
に
、
商
店
街
へ
の
加
入

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
商
店
街
へ
の
加
入
の

後
、参
加
を
認
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
実
施

に
向
け
て
の
広
報
等

Ｑ
９
　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
を

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

Ａ
９
　
市
商
連
と
し
て
は
、
統
一
ポ
ス
タ
ー

作
成
・
配
布
、
の
ぼ
り
旗
作
成
・
配
布
、
各

報
道
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
で
き
る

限
り
の
方
法
に
よ
り
広
報
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
実
施
商
店
街
独
自
チ
ラ
シ
の
作

成
・
配
布
等
、
市
商
連
で
実
施
す
る
広
報
活

動
に
併
せ
て
行
う
こ
と
が
よ
り
効
果
的
な
も

の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
Ｆ
Ａ
Ｑ

３
月
６
日
に
説
明
会

■
市
商
連
事
務
局

　
６
６
２
・
０
８
７
４
　
６
６
２
・
５
８
８
８

　Ｅ
メ
ー
ル
　kato@

yokoham
a-syoutengai.com

TEL

FAX

　「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
」
に
つ
い

て
説
明
会
を
３
月
６
日
（
金
）
午
後
７
時
か

ら
、
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
８
階
の
８
０
２

大
研
修
室
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
説
明

会
に
は
、
新
庄
１
０
０
円
商
店
街
の
中
心
的

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
│
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
齊

藤
一
成
局
長
を
お
招
き
し
、
留
意
点
そ
の
他

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

＊
説
明
会
に
は
、「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店

街
」
参
加
検
討
中
の
商
店
会
の
方
で
も
出
席

で
き
ま
す
。
市
商
連
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
ア
イ
デ
ア

大 塚　博さん
港南区・上大岡駅東口商店会
会長

◆
商
店
会
マ
ッ
プ
作
成
で
個
店
と
地
域
の

　
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

　
上
大
岡
駅
東
口
商
店
会
で
は
、
昨
年
11
月

に
展
開
し
た
。
し
か
し
、
再
開
発
も
一
段
落
。

一
応
の
役
目
は
果
た
し
た
と
し
て
、
こ
こ
２

年
ほ
ど
は
活
動
も
停
滞
気
味
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
商
店
会

は
常
に
元
気
ぶ
り
を
示
し
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
、
組
織
再
編
に
乗
り
出
し
た
の
が
大

塚
会
長
を
始
め
と
す
る
８
名
の
現
役
員
た

ち
。
ま
ず
は
、
会
員
間
の
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
が
、「
商
店

会
ポ
ス
ト
」
の
設
置
。

　
41
店
の
う
ち
物
販
10
、
飲
食
21
、
ビ
ル
管

理
や
会
計
事
務
所
、
医
院
な
ど
非
物
販
が
10

と
い
う
業
種
構
成
で
は
一
同
に
顔
を
合
わ
せ

て
協
議
す
る
の
は
難
し
い
。
時
間
の
あ
る
時

に
い
つ
で
も
投
函
で
き
る
ポ
ス
ト
を
設
置
し

た
後
は
、
意
見
や
返
事
な
ど
を
常
に
半
数
以

上
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
は
頻
繁
な
情
報
発
信
。
商
店
会

と
し
て
何
を
考
え
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
細
か
く
会
員
に
伝
え
、
会
員
か
ら
も

意
見
を
求
め
る
（
直
接
が
無
理
な
ら
商
店
会

ポ
ス
ト
を
通
じ
て
）。

　「
パ
ソ
コ
ン
の
時
代
な
の
に
、
手
書
き
の
お

知
ら
せ
な
ん
で
す
よ
」
と
大
塚
会
長
が
言
え

ば
、他
の
役
員
が
す
か
さ
ず
「
会
長
は
達
筆
だ

し
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
て
い
い
」。

　
昨
年
の
歳
末
に
は
久
々
に
福
引
売
り
出
し

も
実
施
し
、全
店
に
抽
選
箱
を
設
置
し
た
。バ

ス
旅
行
や
歌
謡
シ
ョ
ー
ご
招
待
、
現
金
つ
か

み
取
り
の
ほ
か
、
特
別
賞
の
サ
ー
ビ
ス
券（
左

下
写
真
）は
使
用
で
き
る
個
店
を
限
定
。お
客

様
が
確
実
に
個
店
に
足
を
運
び
、
サ
ー
ビ
ス

券
の
額
面
以
上
に
消
費
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
企
画
で
、会
員
か
ら
も
好
評
だ
っ
た（
催
事

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
）。

　
歳
末
売
り
出
し
企
画
の
説
明
会
も
、
個
店

の
都
合
に
合
わ
せ
て
２
回
も
３
回
も
開
催
す

る
な
ど
、
き
め
細
か
な
商
店
会
運
営
が
会
員

か
ら
の
支
持
を
得
て
い
る
。

、

昨年11月に完成した「上大岡駅東口商店会ショップ情報」
（A3判・３ツ折、5000部作成。中面のマップはカラー）

薬局（店の奥が商店会事務所）の入口
に設置された商店会ポスト

大塚会長（京急上大岡駅＝右手奥＝に向かう
商店会の通りをバックに）

まず個店の抽選箱で福引予約券（上）を引き当てて
から、本抽選日に会場で福引。個店に足を運んでも
らえるようあえてハードルを高くした。下が「個店
限定サービス券」。記入された店以外では使えない。

に
商
店
会
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
中
面
が
マ

ッ
プ
で
41
の
会
員
店
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

付
き
で
ア
ピ
ー
ル
。
表
面
は
、「
自
然
と
歴
史

の
フ
ッ
ト
パ
ス
」（Foot Path

＝
英
国
で
は
、

歩
く
こ
と
を
楽
し
む
た
め
の
小
道
を
フ
ッ
ト

パ
ス
と
呼
ん
で
い
る
）
と
題
し
て
、
区
内
で

見
ら
れ
る
石
仏
群
や
源
為
朝
伝
説
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
周
辺
の
散
策
コ
ー
ス
を
紹
介
し
た
。

　「
タ
ウ
ン
紙
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
マ
ッ
プ
を
く
だ
さ
い
と
店
に
来
る
お
客

様
も
多
く
、
反
響
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
来
年

度
も
第
２
弾
を
発
行
し
た
い
」
と
、
大
塚
博

会
長（
68
歳
）。個
店
や
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
評
価
す
る
。

◆
商
店
会
ポ
ス
ト
の
設
置
な
ど
で

　
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

　
同
商
店
会
は
結
成
後
16
年
、
ま
だ
ま
だ
若

い
商
店
会
と
言
え
る
。
上
大
岡
駅
前
の
再
開

発
を
機
に
、
東
口
の
店
の
存
在
を
示
さ
な
け

れ
ば
置
い
て
行
か
れ
て
し
ま
う
と
の
危
機
感

か
ら
商
店
会
を
設
立
。
当
初
は
存
在
ア
ピ
ー

ル
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
売
り
出
し
も
活
発

歳末抽選福引日はあ
いにくの荒天だった
が、来場されたお客
様には甘酒やとん汁
を振る舞うなどして
喜んでいただいた。

仕掛
けれ
ば

動き
出す
！

商店
街

仕掛
人

必活
！
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元
気商店

太鼓
判！

　
現
在
、
泉
区
を
中
心
に
６
店
舗

と
１
工
場
を
経
営
中
。
社
員
６
人
、

パ
ー
ト
約
40
人
。
支
店
網
の
強
化

が
課
題
の
一
つ
と
い
う
（
株
）
ジ
ャ

ン
ボ
の
武
田
良
一
社
長
（
64
歳
）。

そ
の
元
気
ぶ
り
を
紹
介
す
る
。

（
取
材
は
、
泉
区
中
田
の
本
店
に
伺

っ
た
）

中
学
校
卒
業
後
、
　
年
で
独
立

　
武
田
良
一
さ
ん
は
富
山
県
砺
波

市
生
ま
れ
。
地
元
の
中
学
校
卒
業

後
、
東
京
・
練
馬
区
で
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
を
経
営
す
る
叔
父
さ
ん
に
請

わ
れ
住
み
込
み
で
就
職
し
た
。

　
親
戚
だ
が
特
別
扱
い
は
な
し
。

３
段
ベ
ッ
ド
が
２
つ
あ
る
８
畳
ほ

ど
の
部
屋
に
６
人
住
ま
い
。
最
初

の
５
年
間
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技

術
は
教
え
ら
れ
ず
、
注
文
取
り
や

お
客
さ
ん
開
拓
の
毎
日
。
休
み
は

月
に
１
日
か
２
日
。
早
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
ひ
た
す
ら
仕
事
。
だ
が
、

そ
ん
な
生
活
も
当
た
り
前
と
い
う

時
代
で
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。

泉区・なかだ商店会

　　　　ジャンボ　武田良一さん

がむしゃらに顧客開拓と
サービス追求

株式会社

　
同
県
人
の
女
性
と
の
結
婚
を
機

に
、
兄
の
協
力
で
泉
区
中
田
に
店
舗

兼
住
宅
を
建
て
た
。
１
９
７
０
年
、

26
歳
の
時
だ
っ
た
。横
浜
に
縁
は
な

く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。「
ほ
か

が
１
０
０
円
な
ら
う
ち
は
70
円
で
」

と
い
う
低
価
格
を
武
器
に
、
断
ら
れ

て
も
断
ら
れ
て
も
通
い
続
け
て
お
得

意
先
を
増
や
し
た
。

　
夫
婦
２
人
で
１
日
16
時
間
ぐ
ら
い

働
い
た
。
注
文
を
多
く
取
り
、
そ
の

仕
上
げ
で
気
が
つ
い
た
ら
夜
が
明
け

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

「
そ
れ
も
夫
婦
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
。

た
だ
、
女
房
は
大
変
だ
っ
た
と
思

う
」
と
奥
さ
ん
を
思
い
や
る
。

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
提
供
　

　「
私
の
若
い
時
代
は
努
力
す
れ
ば

そ
れ
な
り
に
結
果
も
つ
い
て
き
た

が
、
今
は
が
む
し
ゃ
ら
に
だ
け
じ
ゃ

だ
め
。
こ
こ
を
使
わ
な
い
と
」
と
自

分
の
頭
を
指
さ
す
。

　
し
か
し
、「
明
る
く
元
気
で
働
く
」

「
価
格
を
安
く
す
る
」
だ
け
の
経
営

　区商連、単会特典
会員獲得１件ごとに報
奨金をお支払します。
　　（区商連へお支払）

　　　個店特典
カード端末を導入（加盟店）
または切替をし、本カード利
　用の場合に限り、手数料が
　超優遇レートに

横濱開港１５０周年記念カード

３種類のデザインからお好きなカードをどうぞ　＊デザイン画所蔵:横浜開港資料館、(財)黒船館

地元商店街から盛り上げよう！

    　　　お問い合せ・お申し込み

　0120-179193
www.lifecard.co.jp

会員の皆様もぜひカード会員になってください。
　　　　　　様々な特典付きです！

入会者全員に『横浜みなとみらい万葉倶楽部』平
日セット入館券プレゼント！（２,６２０円相当）

特典
　１

カードでお買い物をするとポイントが貯まり、いろ
いろな商品と交換できます！（Lifeサンクスプレゼント）

年会費永久無料

特典
　２

特典
　３

11

エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
宣
言
等
々
、
様

々
な
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い

た
。

　
ま
た
、
店
奥
の
事
務
所
に
は
、

「
仕
事
の
流
れ
図
」や
社
内
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
結
果
な
ど
が
貼
っ
て
あ

る
。
そ
の
中
に
、「
値
上
げ
は
せ
ず

に
整
理
整
頓
の
徹
底
な
ど
で
無
駄

を
な
く
す
」と
あ
る
。伺
っ
た
と
こ

ろ
、「
無
駄
遣
い
に
は
お
金
だ
け
で

な
く
、
時
間
や
場
所
の
無
駄
も
あ

る
。整
理
整
頓
さ
れ
て
い
れ
ば
、探

す
時
間
や
場
所
も
効
率
的
に
使
え

る
」
と
の
こ
と
。

人
材
育
成
や
商
店
街
有
志
の
勉
強

会
に
も
注
力

　
支
店
を
増
や
す
に
は
人
材
も
育

て
な
い
と
い
け
な
い
。
武
田
さ
ん

は
、「
最
初
は
苦
労
し
た
が
、
現
在

は
そ
れ
が
糧
に
な
り
、
定
着
す
る

従
業
員
が
多
い
」と
い
う
。定
着
の

基
本
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
に
よ
る
信

頼
関
係
」。

　
大
型
店
対
策
と
し
て
、
商
店
会

有
志
で
10
年
近
く
前
か
ら
勉
強
会

を
開
き
、
そ
の
う
ち
数
店
舗
で
隔

月
ご
と
に
共
同
チ
ラ
シ
を
配
付
し

て
い
る
が
、
そ
の
世
話
役
を
引
き

受
け
て
い
る
。

　「
商
店
街
で
、ご
用
聞
き
や
宅
配

を
継
続
で
き
れ
ば
多
く
の
住
民
に

喜
ば
れ
、商
店
街
も
活
性
化
す
る
。

ど
う
す
れ
ば
可
能
か
」
が
武
田
さ

ん
の
懸
案
で
も
あ
る
。

店舗自体が様々なサービス情報源となっ
ている「ジャンボ」（本店）

「人間力と商品力が基本」
と言う武田さん

者
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　
店
内
に
は
、「
ク
イ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
」（
11
時
ま

で
に
預
け
る
と
夕
方
５

時
ま
で
に
仕
上
げ
る
）

や
金
券
サ
ー
ビ
ス
（
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
利
用
３
８

０
円
ご
と
に
30
円
券
。

水
曜
と
日
曜
は
50
円

券
）、
靴
の
丸
洗
い
サ
ー

ビ
ス
、
防
虫
サ
ー
ビ
ス
、
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土
志
田
勇
吉
さ
ん
（
76
歳
）
は
、
昨
年

10
月
末
、『
置
き
忘
ら
れ
た
郷
土
史
』
を

執
筆
、
自
費
出
版
し
た
。

　
内
容
は
、
源
氏
山
と
い
う

土志田勇吉さん
青葉区・青葉台連合商店会

郷土史執筆

屋
号
を
持
つ
土
志
田
さ
ん
の
実
家
、
鈴
木
家
と

そ
の
所
在
地
、
青
葉
区
上
恩
田
の
歴
史
。
昭
和

60
年
頃
か
ら
と
り
か
か
っ
た
が
、
体
調
や
仕
事

（
不
動
産
管
理
）の
都
合
な
ど
で
20
年
余
り
か
か

　
　
　
　
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
鈴
木
家
の
先
祖
は
、
多
田
源
氏
と

　
　
　
　
　
呼
ば
れ
る
正
統
の
源
氏
一
族
。
発

　
　
　
　
祥
地
は
兵
庫
県
川
西
市
の
多
田
地
区
。

　
　
　
　
先
祖
の
一
人
、
源
頼
光
が
藤
原
道
長

　
　
　
の
命
を
受
け
て
東
国
に
移
り
、
そ
の
子

孫
が
住
み
つ
い
た
の
が
恩
田
地
区
だ
。
足
利
尊

氏
ら
か
ら
領
土
を
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
が
、
鈴
木
家
は
生
き
残
っ
た
。

　
―
―
な
ど
の
言
い
伝
え
を
、
土
志
田
さ
ん
は

子
供
の
い
な
か
っ
た
親
類
に
養
子
に
さ
れ
た
後

も
、
実
父
の
鈴
木
佐
右
衛
門
さ
ん
か
ら
何
度
も

聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、上
恩
田
地
区
と
鈴
木
家
に
つ
い
て

は
大
正
10
年
頃
、東
京
大
学
資
料
編
纂
所
が

調
査
を
し
て
報
告
書
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
鈴
木
家
に
は
残
っ
て
い
な
い
。

　
上
恩
田
地
区
の
郷
土
史
は
な
く
、佐
右
衛

門
さ
ん
は
記
録
に
残
そ
う
と
奔
走
し
た
が
果

た
せ
ぬ
ま
ま
他
界
。そ
こ
で
土
志
田
さ
ん
が
、

息
子
の
英
一
さ
ん
や
知
人
の
協
力
も
得
て
資

料
探
し
や
墓
、
位
牌
、
碑
銘
板
な
ど
の
史
物

の
調
査
を
経
て
郷
土
史
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　「
父
親
の
遺
志
を
果
た
す
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
が
、
仕
事
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
も
な
っ
た
」
と
い
う
土
志
田
さ
ん
、
達

成
感
に
、「
も
う
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
」と

満
足
そ
う
だ
。

保土ヶ谷区・洪福寺松原商店街振興組合
いのまた陶器店　猪股桂子さん

　
猪
股
桂
子
さ
ん
（
40
歳
）
が
創
業
60

年
の
い
の
ま
た
陶
器
店
３
代
目
店
主
に

な
っ
た
の
は
２
０
０
７
年
の
秋
。店
舗
を

建
て
替
え
た
後
か
ら
だ
。店
舗
は
50
平

米
ほ
ど
。店
は
母
親
の
初
江
さ
ん
と
２

人
で
切
り
回
し
て
い
る
。桂
子
さ
ん
が

努
め
て
い
る
の
は
、「
お
客
様
が
気
軽

に
入
り
、
自
由
に
商
品
を
見
て
、
質
問

い
う
。
仏
壇
な
ど
に
供
え
る
茶
わ
ん
も
扱
っ

て
い
た
関
係
で
「
線
香
あ
る
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
時
々
あ
り
、
そ
れ
ら
の
声
に
合
わ

せ
た
品
揃
え
を
し
て
い
る
う
ち
に
、「
あ
の

店
に
は
い
い
お
線
香
が
あ
る
」
と
口
コ
ミ
で

広
が
っ
た
。「
鎌
倉
や
巣
鴨
、野
毛
な
ど
の
仏

具
店
に
行
か
な
い
と
買
え
な
い
」
と
い
う
珍

し
い
線
香
を
多
く
扱
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
、
ろ
う
そ
く
、
じ
ゅ
ず
な
ど
も
扱

い
始
め
た
。
た
だ
売
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ

を
招
い
て
の
絵
ろ
う
そ
く
の
実
演
会
も
開
く
。

　
包
丁
研
ぎ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
メ
ー
カ
ー

の
協
力
を
得
て
開
催
し
た
り
も
す
る
。
こ
れ

ら
が
売
り
上
げ
増
に
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
告
知
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
Ｄ
Ｍ
ハ
ガ

キ
も
桂
子
さ
ん
が
作
る
。

　
商
店
街
や
町
内
会
の
行
事
に
も
積
極
的
に

協
力
。
現
在
は
洪
福
寺
松
原
商
店
街
振
組
青

年
部
長
、
新
年
度
か
ら
同
振
組
の
販
促
部
長

に
内
定
し
て
い
る
。

し
た
り
で
き
る
よ
う
な
店
づ
く
り
。
そ
し
て
、

で
き
る
限
り
お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
」。

　「
か
め
を
買
い
た
い
け
ど
、重
い
か
ら
配
達
し

て
く
れ
る
」と
お
年
寄
り
に
頼
ま
れ
れ
ば
、「
私

が
配
達
で
き
る
時
で
よ
け
れ
ば
い
い
よ
〜
」
と

引
き
受
け
る
。
ま
た
、「
ほ
か
の
店
で
な
い
、
と

言
わ
れ
た
。
お
宅
に
あ
る
？
」
と
聞
か
れ
、
な

い
場
合
、
そ
の
場
で
カ
タ
ロ
グ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
取
引
先
に
確
認
、
あ
れ
ば
「
急
が
な
け
れ

ば
頼
め
ま
す
よ
」と
応
じ
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　
こ
の
姿
勢
が
、
品
揃
え
の
充
実
や
新
規
客
の

開
拓
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
同
店
で
最
近
よ
く
売
れ
る
商
品
は
線
香
だ
と

国民年金基金

国民年金基金は自営業など、国民年金を納めている60歳未満の方がご加入できる公的な年金制度です。
●掛け金の負担の少ない若い時からの加入が断然有利です。

●国民年金にプラスする公的な年金●

毎月払う掛金は、将来も一定！
毎月支払う掛金は、自由に選べます。
また、収入に応じて金額を増減できます。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-5　第一東商ビル4階
０１２０-６５-４１９２ http://www.kana-kokunenkikin.or.jp

お問い合わせ
資料請求等は 神奈川県国民年金基金

国民年金で老後生活の基盤を。

国民年金基金で老後生活にゆとりを。

広告

掛金は全額社会保険料
控除で、税金が有利！

他の個人年金が5万円までしか所得控除されないのに比べて断然
有利です。将来受け取る年金も、公的年金等控除の対象となります。

支払った掛金は将来確実に年金に！ 加入する時に、将来受け取る年金額が確定します。

長澤まさみ

思
い
残
す
こ
と
は
な
い
と
い
う

土
志
田
さ
ん
と
著
書
『
置
き

忘
ら
れ
た
郷
土
史
』

最近、人気が出始めた
陶器のひな人形も陳列

自店だけでなく、商店街事業
にも積極的に参加する

　　M
y

　refr
esh

お客様の要望から品揃えやサービスを学ぶ
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◆届け出の内容

�横浜市内：問合せ先・縦覧場所・意見書提出先
【横浜市経済観光局産業立地調整課】Tel.045-671-2598
URL　http://www.city.yokohama.jp/me/keizai /jourei/rittihou.html

大規模小売店舗の名称（所在区）　　　　 主な小売業者　　     　 開店日　　店舗面積

大規模小売店舗の名称（所在区）         　　　主な小売業者　　　　   　主な変更点

H21.2.16

縦覧期間・意
見書提出期限

大型小売店舗の計画と届出書類を市役所で見ることができます

・新設（新設のみ店舗所在区の各区役所区政推進課でも見ることができます）

・大規模小売店舗の施設の配置及び運営に関する変更

（仮称）東戸塚駅西口駅前計画（戸塚区）

縦覧期間・意
見書提出期限

（株）東急ストア、（株）鈴花園ほか 　H21.4.30　 2,995平米

フ
ロ
ム

市
商
連

フ
ロ
ム

市
役
所

生活協同組合コープかながわ

（株）マルイシーズニングほか

キュービックプラザ新横浜（港北区）

ラピス戸塚１（戸塚区）

コープかながわ上郷店（栄区）

（株）高島屋ほか 駐車場利用可能時間帯

開・閉店時刻
開・閉店時刻／駐車
場利用可能時間帯

H21.2.3
H21.2.16

　
横
浜
市
で
は
、
昨
年
12
月
、
既
存
の
借

入
金
の
借
換
え
に
よ
り
資
金
繰
り
の
改

善
を
支
援
す
る
「
緊
急
借
換
支
援
資
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
が
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、「
緊
急
借
換
支
援
資
金
」

に
信
用
保
証
料
金
助
成
を
実
施
し
、
借

入
れ
コ
ス
ト
軽
減
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
資
金
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

金
融
機
関
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
借
り
換
え
の
対
象
と
な
る
資
金
は
本

｢

緊
急
借
換
支
援
資
金｣

の
保
証
料
助
成
を
実
施
し
ま
す
！

　
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
率
　
年
１
・
８
％
以
内

■
融
資
額
　
１
企
業
８
千
万
円
以
内
、　

　
組
合
１
億
円
以
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
横
浜
市
経
済
観
光
局
金
融
課
金
融
係

　
TEL
０
４
５
・
６
７
１
・
２
５
９
２

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

（
制
度
の
詳
細
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　 http://w
w
w
.city.yokoham

a.jp/m
e/

　keizai/shien/yushi/

市
制
度
融
資
、
及
び
市
保
証
協
会

の
保
証
付
き
融
資
で
す
。

■
保
証
料
助
成

　
信
用
保
証
料
率
：

　
　
年
０
・
８
％
↓
年
０
・
６
％

　
実
施
期
間
：
平
成
21
年
２
月
２

　
　
日
〜
21
年
３
月
３
１
日

　
＊
平
成
21
年
２
月
２
日
以
降
の

　
　
保
証
承
諾
分
か
ら
実
施

　
■
融
資
対
象
者

　
国
が
指
定
し
た
業
種
に
属
し
、売

　
上
高
減
少
等
の
要
件
を
満
た
し

　
て
、
市
長
の
認
定
（
セ
ー
フ
テ
ィ

　
ネ
ッ
ト
保
証
第
５
号
認
定
）
を

　
受
け
た
企
業
。

　
＊
認
定
を
受
け
た
企
業
は
、
金

　
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際

　
に
通
常
の
信
用
保
証
と
は
別
枠

　
で
、
最
大
２
億
８
千
万
円
ま
で

　
信
用
保
証
協
会
の
１
０
０
％
保

（仮称）戸塚ビル（戸塚区）　　　ヒマラヤ、三和、ニトリほか H21.5.16　H21.12.1　11,813平米

キュービックプラザ新横浜（港北区）（株）高島屋ほか

H21.2.16

H21.5.25開・閉店時刻

５３

横
浜
市
勤
労
者
福
祉
共
済
事
業

受
託
に
伴
う
定
款
変
更
に
つ
い
て

　
市
商
連
で
は
横
浜
市
か
ら
、
中
小
企
業
従
業

員
の
た
め
の
福
利
厚
生
事
業
、「
横
浜
市
勤
労
者

福
祉
共
済
事
業
（
愛
称
、「
ハ
マ
ふ
れ
ん
ど
」）
を

平
成
21
年
度
か
ら
業
務
受
託
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
商
連
定
款
変
更
の

承
認
を
諮
る
た
め
、臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
26
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

場
所
　
明
治
安
田
生
命
ラ
ジ
オ
日
本
ビ
ル
３
階

　
　
　
会
議
室
（
中
区
長
者
町
）

臨
時
総
会
　
２
月
　
日
　

２６

第
　
回
横
浜
優
良
小
売
店
舗
表
彰

優
良
商
業
従
事
者
等
を
表
彰

　
市
商
連
と
横
浜
商
工
会
議
所
共
催
の
第
53
回
横

浜
優
良
小
売
店
舗
の
表
彰
式
が
昨
年
12
月
９
日
、

横
浜
商
工
会
議
所
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
横
浜
商
工
会
議
所

会
頭
表
彰
17
店
舗
、
市
商
連
会
長
表
彰
14
店
舗
、

神
奈
川
県
知
事
・
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭
連
名
表
彰
５
店
舗
。

　
市
商
連
で
は
２
月
18
日
、横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト

ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
で
、平
成
20
年
度
商
店
街

役
員
・
優
良
商
業
従
事
者
等
の
表
彰
式
を
開
催
し

ま
す
。

　
横
浜
市
長
表
彰
商
店
従
業
員
等
10
名
、市
商
連

会
長
表
彰
商
店
街
役
員
20
名
、及
び
商
業
従
事
者

30
名
、
合
計
60
名
。

予
算
総
会
　３
月
　
日

　
市
商
連
で
は
平
成
21
年
度
予
算
総
会
を
３
月

26
日（
木
）
午
後
２
時
30
分
よ
り
、明
治
安
田
生
命

ラ
ジ
オ
日
本
ビ
ル
３
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、総
会
に
先
立
ち
午
後
１
時
よ
り
理
事
会

を
開
催
し
ま
す
。

２６

市商連賀詞交換会

　
こ
の
う
ち
市
商
連
会
長
表

彰
は
次
の
通
り
。

　
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
│
２
（
保
土
ケ

谷
区
）、（
有
）
飯
原
精
肉
店

（
瀬
谷
区
）、
江
戸
っ
子
、
丸

十
早
川
ベ
ー
カ
リ
ー
（
以
上

南
区
）、
と
ん
か
つ
松
平
（
港

南
区
）、（
有
）肉
の
キ
タ
ム
ラ

（
港
北
区
）、ジ
ー
ル
、（
有
）
今

井
か
ま
ぼ
こ
店
、
ｇ
ｅ
ｍ
　

ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
（
以
上
西

区
）、
太
合
殿
、
大
新
園
（
以

上
中
区
）、（
有
）
丸
ヤ
商
事

（
戸
塚
区
）、（
有
）
ま
る
ま
フ

ル
ー
ツ
（
緑
区
）、
カ
ラ
オ
ケ

パ
ブ
嵯
峨
（
金
沢
区
）。

表彰された店舗の方々

本年１月８日（木）、横浜ベイシェラトンホテル＆タ
ワーズにて。各区商連の会長さんたちは揃いの
ハッピを着てステージから新年のごあいさつ。
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NE
WS

神奈川県中小企業振興財団 事務局・Ｔｅｌ．045-312-5186

平成20年12月より新公益三法が施行されました。
本施行に伴い、各公益社団・財団法人は、平成25年11月末日までの５年間に、新基準に基づき公益社団・財団
法人か、一般社団・財団法人のいずれかに移行申請の上、認定あるいは認可を受けるよう定められました。

公益社団・財団法人の認定基準 一般社団・財団法人の認可基準

○公益目的事業比率が総事業支出額の50/100（％）以上あること
○経理的基礎及び技術的能力を有すること
○法人関係者に特別の利益を与えないものであること

○法人の作成した公益目的支出計画について、その計画
　が適正であり、かつ確実に実施されると見込まれるも
　のであること

一般社団・財団法人公益社団・財団法人認　定 認　可

移行申請

　
市
商
連
企
画
委
員
会（
石
川
清
貴
委
員
長
＝

市
商
連
副
会
長
、
神
奈
川
区
商
連
会
長
）
で
は

１
月
20
日
、山
形
県
新
庄
市
を
訪
問
、「
１
０
０

円
商
店
街
」
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

│
Ａ
Ｍ
Ｐ
」の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
研
修
を
受
け
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、石
川
委
員
長
ら
委
員
５
人

の
ほ
か
、
市
経
済
観
光
局
商
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
課
、市
商
連
事
務
局
の
ス
タ

ッ
フ
ら
５
人
。

　
目
的
は
、市
商
連
が
各
商
店
会
に
呼
び
か
け

て
今
年
の
６
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
偶
数
月
の

第
２
土
曜
日
に
実
施
す
る
「
横
浜
開
港
１
５
０

円
商
店
街
」
の
運
営
研
究
の
た
め
。

　
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
、「
新
庄
の
ま
ち
を
活
性
化
し
た
い
」

と
い
う
人
々
が
03
年
末
に
結
成
し
た
団
体
で
、

１
０
０
円
商
店
街
の
事
務
局
も
担
当
し
て
い
る
。

　
１
０
０
円
商
店
街
は
、商
店
街
へ
の
集
客
と

顧
客
の
店
内
誘
導
、品
揃
え
な
ど
に
つ
い
て
の

個
店
の
意
識
改
革
な
ど
を
目
的
に
04
年
か
ら

始
め
、
開
催
日
は
爆
発
的
な
に
ぎ
わ
い
を
見

の
そ
ば
に
必
ず
人
を
配
置
し
て
接
客
、
(3)
１

０
０
円
商
品
の
精
算
は
店
内
で
、
の
３
点
。

　
横
浜
か
ら
新
庄
ま
で
片
道
４
時
間
以
上
、

日
帰
り
の
ハ
ー
ド
な
研
修
だ
っ
た
が
、
こ
の

日
学
ん
だ
こ
と
は
、「
横
浜
開
港
１
５
０
円
商

１００円商店街について説明を聞く市商連企画委員ら

せ
、
ふ
だ
ん
の
来
街
者

増
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
。

 

マ
ス
コ
ミ
で
し
ば
し

ば
報
道
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
視
察
や
講
演
依

頼
も
多
く
、
全
国
約
20

商
店
会
が
実
施
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
要
件
は
、
(1)
１
０
０

円
商
品
は
店
頭
で
販

売
、
(2)
１
０
０
円
商
品

横
浜
開
港
１
５
０
円
商
店
街
成
功
目
指
し
、
新
庄
市
で
研
修

　
横
浜
市
経
済
観
光
局
で
は
、
１
月
22
日
午

後
６
時
か
ら
、
横
浜
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
で
「
地
域
経
済
元
気
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
、
約
70
名
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

(1)
講
演
「
地
域
で
輝
く
商
店
街
」

　
講
師
は
、
東
京
の
神
田
駅
西
口
商
店
街
振

組
・
秋
山
利
昭
理
事
長
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
サ
ラ
金
や
風
俗
営
業
の

客
引
き
が
急
増
し
た
神
田
の
ま
ち
を
、
商
店

や
企
業
、
町
内
会
な
ど
と
連
携
し
た
安
全
パ

店
街
」
に
必
ず
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。

＊
な
お
３
月
６
日
に
開
催
す
る
「
横
浜
開
港

１
５
０
円
商
店
街
」
に
つ
い
て
の
説
明
会
で

も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
│
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
齊
藤
一
成
局
長
を

お
招
き
し
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。（
詳

細
は
本
紙
２
ペ
ー
ジ
）。

「
地
域
経
済
元
気
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

(3)
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
元
気
な
商

店
街
に
向
け
て
の
取
り
組
み
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
前
記
・
秋
山
理
事
長
と

磯
子
区
根
岸
橋
通
り
商
和
会
の
堤
会
長
、
活

動
報
告
を
さ
れ
た
方
々
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
・
福
田
敦

准
教
授
。

　（
(2)
の
報
告
と
合
わ
せ
）「
商
店
街
以
外
の

活
動
的
な
人
材
が
参
加
す
る
こ
と
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
活
発
に
な
っ
た
」
と
い
う
一
方
、

「
商
売
を
軸
と
す
る
商
店
街
活
動
と
環
境
な

ト
ロ
ー
ル
や
道
路
の
清

掃
な
ど
美
観
活
動
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
な
ど
で
集
客
力
を
増

し
、
活
性
化
し
つ
つ
あ

る
状
況
を
報
告
。

(2)
元
気
づ
く
り
支
援
拠

点
運
営
者
か
ら
の
活
動

報
告

　
報
告
は
、
中
区
伊
勢

佐
木
地
域
、
旭
区
希
望

が
丘
地
域
、
戸
塚
区
戸

塚
駅
東
口
地
域
の
運
営

責
任
者
。

ど
商
売
以
外
の
地
域
問
題
を

取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
、

商
店
主
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩

む
」
と
い
う
拠
点
運
営
者
の

声
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
た

だ
、
共
通
し
て
い
た
の
は
、

「
商
店
街
が
元
気
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
は
商
店

街
の
人
々
と
一
緒
に
汗
を
流

す
。
自
分
た
ち
の
得
意
分
野

（
環
境
、芸
能
、Ｉ
Ｔ
等
々
）で

協
力
す
る
」
と
い
う
住
民
や

企
業
が
商
店
街
の
周
辺
に
は

少
な
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
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ラ
ッ
グ
の
掲
出
や
グ
ッ
ズ
販
売
、
試
合
の
チ
ケ

ッ
ト
購
入
な
ど
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

司
会
　
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
出
す
る
商
店
街
は
ど

の
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

齋
藤
　
年
々
増
え
て
お
り
、
08
年
は
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
横
浜
市
と
横
須
賀
市
で
１

８
０
を
超
え
ま
し
た
。

岡
野
　
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
し
ょ
う

が
、
チ
ー
ム
が
強
く
な
れ
ば
自
然
と
観
客
も

増
え
る
の
で
は
。

齋
藤
　
そ
の
通
り
で
す
。
マ
リ
ノ
ス
も
、選
手

の
育
成
・
発
掘
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
育
成
と
い
う
こ

と
で
幼
児
や
小
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
横
浜
・
横
須
賀
で
５
校
運

営
、現
在
約
３
５
０
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　商
店
街
と
し
て
の
関
わ
り

フ
ラ
ッ
グ
掲
出
や
チ
ケ
ッ
ト
購
入
等

司
会
　
市
商
連
や
区
商
連
、
単
会
と
し
て
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
球
団
と
の
関
わ
り
方
は
？

　『
よ
こ
は
ま 

市
商
連
』
１
５
０
号
記
念
特

別
企
画
と
し
て
、
横
浜
市
を
代
表
す
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
球
団
、
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
の
齋

藤
正
治
社
長
と
市
商
連
・
岡
野
誠
一
会
長
の

対
談
を
お
送
り
す
る
。

　
　
　
　
司
会
は
本
紙
編
集
部
・
樋
口
泰
雄

今
年
の
マ
リ
ノ
ス
に
期
待
を

司
会
　
昨
年
は
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
た
マ

リ
ノ
ス
で
す
が
、
今
年
は
期
待
で
き
る
で
し

ょ
う
か
？

齋
藤
　
昨
年
の
リ
ー
グ
戦
は
９
位
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
後
半
は
若
い
力
が
台

頭
し
、
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
と
調
和
し
た
チ
ー

ム
に
な
り
、
天
皇
杯
で
は
14
年
ぶ
り
の
ベ
ス

ト
４
に
残
り
ま
し
た
。
今
年
は
有
望
新
人
も

加
入
し
ま
し
た
し
、
多
く
の
市
民
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
結
果
を
残
し
た
い
で
す
ね
。

司
会
　
と
こ
ろ
で
、
マ
リ
ノ
ス
主
催
試
合
で

の
観
客
数
は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う
。

齋
藤
　
こ
の
数
年
は
、
20
試
合
で
44
万
〜
45
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ン
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
大
き
な
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

横
浜
市
民
へ
の
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
マ

リ
ノ
ス
が
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。

岡
野
　
ぜ
ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

司
会
　
市
商
連
と
し
て
の
開
港
１
５
０
周
年

記
念
事
業
は
？

岡
野
　
商
店
街
で
記
念
の
の
ぼ
り
旗
を
出
し

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
売
り
出
し
の
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、「
１
５

０
円
商
店
街
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

齋
藤
　
と
い
い
ま
す
と
？

岡
野
　
６
月
か
ら
偶
数
月
に
毎
月
１
回
、
商

店
街
全
体
を
１
５
０
円
シ
ョ
ッ
プ
と
見
立
て

た
売
り
出
し
や
サ
ー
ビ
ス
を
商
店
街
ご
と
に

趣
向
を
凝
ら
し
て
実
施
す
る
企
画
で
す
。
横

浜
市
で
は
初
め
て
の
企
画
で
す
が
、
ぜ
ひ
成

功
さ
せ
た
い
と
各
区
商
連
を
通
じ
て
説
明
に

回
っ
て
い
ま
す
。

齋
藤
　
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
。
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
必
要
な
ら
私
共
に
も
お
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

岡
野
　
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

司
会
　
マ
リ
ノ
ス
の
Ｊ
リ
ー
グ
優
勝
、
市
商

連
の
１
５
０
円
商
店
街
成
功
を
期
待
し
て
締

め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
ご
多

忙
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

横浜Ｆ・マリノス・齋藤正治社長
横浜市商連・岡野誠一会長

特別
企画横浜を一層

盛り上げる年に

横浜市商連機関紙１５０号記念

万
人
、１
試
合
平
均
２
万
２
千
人

程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

岡
野
　
２
万
人
以
上
な
ら
悪
く

は
な
い
で
す
が
、７
万
人
以
上
収

容
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
ガ

ラ
ン
と
す
る
部
分
も
出
て
き
ま

す
ね
。観
客
を
増
や
す
方
策
は
？

齋
藤
　
商
店
街
や
町
内
会
、子
供

会
な
ど
地
域
の
各
種
団
体
、
学
校

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
商
店
街
さ
ん
で
フ

岡
野
　
フ
ラ
ッ
グ
を
街
路
灯
な
ど
に
掲
出
す

る
商
店
街
は
増
え
て
い
ま
す
ね
。
消
費
者
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
し
た
り
、
マ
リ
ノ
ス
さ
ん
な
ど
の
協

力
を
得
て
子
供
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
す
る

商
店
街
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
個
人
的
希
望

で
す
が
、子
供
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
区
商

連
単
位
で
開
催
、「
準
決
勝
、
決
勝
は
マ
リ
ノ

ス
タ
ウ
ン
で
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
し
た
い

で
す
ね
。

齋
藤
　
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
ピ
ッ
チ
使
用

に
は
便
宜
を
図
り
ま
す
し
、
大
会
の
運
営
面

で
も
我
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
ま
す
か
ら
。

開
港
１
５
０
周
年
盛
り
上
げ
！

　「
優
勝
が
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
マ
リ
ノ
ス

　「
１
５
０
円
商
店
街
で
」
市
商
連

司
会
　
さ
て
今
年
は
横
浜
開
港
１
５
０
周

年
。
多
く
の
団
体
や
企
業
な
ど
で
盛
り
上
げ

る
た
め
の
事
業
を
企
画
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
。
マ
リ
ノ
ス
さ
ん
は
？

齋
藤
　
私
共
で
も
、
市
の
開
港
１
５
０
周
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
、
マ
リ
ノ
ス
タ
ウ 岡野会長齋藤社長

　

マ
リ
ノ
ス
開
幕
戦
は
３
月
７
日

・
Ｊ
１
リ
ー
グ
２
０
０
９
開
幕
戦

　
３
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り

　
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

・
対
戦
チ
ー
ム
　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

・
チ
ケ
ッ
ト
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
２
７
７
・
２
３
０
７



講演会●商店会加入促進
講師　桑島俊彦氏（全国商店街振興組合連合会理事長）

【よこはま 市商連】プラス●フロム市商連

フ
ロ
ム

市
商
連

　市商連では、商店会加入促進事業の一環として、昨
年11月25日、講演会を開催しました。講師は、全国
商店街振興組合連合会（全振連）理事長の桑島俊彦
氏。全国で最初に商店会加入促進を条例に明文化し
たと言われる東京都世田谷区での取り組みを中心に、
商店街の公共的役割、行政や議会との連携の重要性、
消費税問題、共同販促事業としてのスタンプシール・
ポイントカードなど話は多岐に渡りました。
　以下、講演の概要を報告します。

１．世田谷区から始まった商店会加入促進運動
　地場の店減少、チェーン店増加傾向
　私の店のある東京・世田谷区の烏山駅前通り商店街に
は空き店舗は殆どない。出てもすぐに埋まる。空き店舗
がないこと自体はいいのだが、問題はその内容。
　例えば10年近く前にやめたある生鮮食品店のケース。
年商は3000万円程度だったが、粗利30％、労働分配率40
％として、親子３人の給料は年360万円、月にすると１
人10万円。しかも売り上げは年々減少傾向にあり、両親
は高齢になり仕事がきつくなる。それで廃業を決意、あ
るチェーン店に貸したが、家賃は20坪で月80万円。収入
だけ考えれば、苦労して商売するより全然いい。
　その店は店主が振組の理事、奥さんは女性部の役員、
息子は青年部役員として、商店街のために動いてくれた
し、商店街の盆踊りなどには必ず１、２万円の寄付をし
てくれた。
　しかし、新たに借りたチェーン店は、商店会には入ら
ず、街路灯電気代の負担もしない。
　ほかにも、イベントの経費は負担しないし手伝いもし
ない、店長に話しても、なかなか本部の返事が来ない、と
いったチェーン店も少なくない。あるチェーンの本部か
らは「うちはいつ撤退するかわからないので、そういう

日時　２００８年１１月２５日 午後６～７時
場所　横浜みなとみらい万葉倶楽部 多目的ホール

ものは家主からもらってほしい」と言われた。そんな店が
増えている。

　議会の協力も得て条例改正　
　それで６年前、私が全振連の理事長に就任し、中小企業
庁長官らに挨拶に伺った際、「ドイツでは商工会議所に加
入していないと商売できないような法律がある。日本で
もそのような制度ができないものか」と要望した。しか
し、「法律ではいろいろ問題もあり時間がかかる。条例が
いいのでは」と助言を受けた。
　そこで地元、世田谷区役所と区議会双方に相談したと
ころ、既存の「世田谷区産業振興基本条例」という条例に、
必要な項目を入れるよう議会与党が提案してくれること
になり、半年ほどで同条例の改正（04年4月）の運びとな
った
　条例改正のポイントは、(1)商店街内の事業者は商店会
に加入し共に地域の活性化に努める、(2)商店街内の事業
者はイベントなど商店街の事業には応分の負担をする、の
２点。
　
　条例施行後の活動が重要
　世田谷区商連では、加入促進委員会をつくり、各商店会
での活動をしやすくするためのマニュアル作成や説明会
などを実施した。
　事業の結果を把握するため、３～６カ月ごとに各商店会
から新規加入店と退会店のデータを収集、加入店の多い
商店会については表彰をしたり、どのようにして加入店
を増やしたか報告をしてもらう情報交換会も実施した。

　区長名でチェーン店本部に協力依頼の公文書
　また世田谷区は、主なチェーン店約300社の本部に、こ
の条例の趣旨に協力してもらうよう区長名で公文書を送
付した。
　加入促進委員会では、そのうち世田谷区に支店が多い
チェーン店約30の本部を説明に回った。

迫力ある話に多くの参加者が引き込まれるように聴いていた
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桑島俊彦氏
　全国で千団体以上の商店会やスタ
ンプ・カード会などで普及している
「烏山方式」と呼ばれるスタンプシ
ール事業を地元、烏山駅前通り商店
街振興組合で育てたリーダー。現
在、烏山駅前通りのほか、世田谷区、
東京都そして全国の商店街振興組合
連合会の理事長を務め、国や東京
都、世田谷区の中小企業関係、まち

づくり関係の委員などを歴任。まちづくり３法改正や商店
街加入を促進する条例の普及などにも尽力。67歳。
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　その時に改めてわかったのは、チェーン店幹部らに、
商店街の事業や運営がよく理解されていないこと。例え
ば、「街路灯はすべて行政が設置・管理している」と考え
ていたり、中には、「商店会の役員は、会費で飲食ばかり
しているのでは」という人もいた。
　商店会の事業報告や決算書を持って「商店街は、町会
やＮＰＯ等と共に市民の日常生活を支える公共的役割を
果たしている。地域の文化の創造・継承などの一翼を担
っている。商店街がシャッター通りになったら地域の安
全もおかしくなる。商店街が元気ならその地域は安全」
という説明をきちんとすると、理解してくれるチェーン店
幹部も多い。
　また、新規出店者を斡旋する不動産業界には、「賃貸契
約の重要事項に、『商店会への加入』を入れてほしい」と
要望、了解をとりつけた。　

　４年間の加入・退会は差し引きゼロ！　
　ある安売チェーンの社長が、経済産業省の課長に、「条
例があるなら（商店会加入も）しょうがない」と言って
いるし、焼肉チェーンの本部では「世田谷の店の分は30
数店舗分一括して支払う」と言ってくれた。大手ハンバ
ーガーチェーンも区内の全店が商店会に加盟している。
　罰則規定はないが、条例があること自体に大きな意味
がある。
　区商連の機関紙のほか、加入促進専門の情報紙を年に
数回発行して各商店会の取り組み状況を報告するなどの
努力が実って、04年～07年度の４年間で約1400店が新
たに加入した。
　しかし、この間、同じぐらいの店が撤退・廃業してい
るのでプラスマイナス０ということになるが、加入促進
の運動を展開していなかったら減る一方だったろう。
　その意味では、この運動は大きな成果をあげていると
いえる。

２．現状での消費税率アップは反対
　経団連や自民党は「消費税アップは当然」というスタ
ンスだが、消費税は逆進性の税で、税率が上がれば確実
に消費を縮小させる。しかも、税金の使い方など増税の
前にやるべきことはたくさんある。
　例えば、世田谷区に明大前商店街振組という商店会が
ある。駅前に建物を借り、そこを拠点に毎日２回のパト
ロールをしていたら、管轄の北沢警察署管内でワースト
ワンの治安状況だったのが開始2年後からナンバーワン
になった。その費用は年間300万円。ところが交番だと
人件費を含め１億円もかかる。30分の１以下だ。このよ
うな例は他にもいろいろあるはずだ。
　12月４日には、全国商店街振興組合連合会など中小小
売商業10団体の代表が総理官邸に出向き、麻生首相と話
し合う。20分の予定だが、消費税増税については「慎重
にしてほしい」と申し入れる。

３．定額給付金
　定額給付金は、ある意味、商業者にとってチャンス。烏
山駅前通り商店街振組では、10年ほど前の地域振興券の
時、買い物するとスタンプ（または併用のポイントカー
ド）５倍を進呈（うち４倍分は同振組補填）し、当商店
街全体で１億2000万円分を回収した。これは、年間数百
億円を売る玉川高島屋と同額だった。
　今回の定額給付金は世田谷区だけで120億円。地域振
興券と異なり現金で振り込まれるので預金に回ったり、
他区で使われる可能性もあるが、給付時期にプレミアム
商品券を発行し、給付金でその商品券を購入してもらう
ことも検討中。商店街・個店の創意工夫に期待したい。

世田谷の商店街で買おう、知り合おう
地域とともに、地域のために

　世田谷区商店街連合会では、昨年11月に「商店街加
入促進・お買い物キャンペーン」を実施した。
　目的は、(1)商店街の機能強化（加盟店での買い物促
進、未加入店の加入促進など）、(2)商店街（連合会）の
ネットワーク機能強化（商店街同士の連携による一体
感の創出）、(3)地域コミュニティーとの連携強化（地域
と商店街の協働）。
　内容は、
　(1)11月8日を「商店街
の日」とし、「商店街の
公共的役割」などを説
明した新聞折り込みチ
ラシを31万2000枚配付
　(2)商店街来街者先着
３万名に携帯ストラッ
プ進呈
　(3)商店街の街路灯な
どに世田谷区商店街加
盟店証を表したキャン
ペーンフラッグを掲示
　(4 )商店会加盟店に
「世田谷区商店街加盟店
証」を掲示
　──など。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
（
上
）

商
店
街
加
盟
店
証
（
下
）
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【商店街等の販売促進のための事業に対し、時限的
な緊急支援を行います。】

　(1)　緊急経済対策事業　　　3,000千円（　　0千円）

　　ア　商店街統一販促支援事業
　　　　開港150周年の賑わいの創出、商店街の知名度
　　　向上並びに継続的な来街者の確保、商店街の活性
　　　化を目的に、市内商店街が統一的、継続的に展開
　　　する販売促進のための催事（横浜開港150円商店
　　　街）を支援します。
　　イ  「横浜逸品」支援事業
　　　　平成21年に横浜開港150周年を迎えることを
　　　機に、地域で親しまれている「逸品」等の全市的
　　　なPRや各個店の魅力発信を応援します。
　　・対象商品：応募までに(a)または(b)のいずれか
　　　を満たすもので、地域の手土産として親しみがあ
　　　るなど、市域に誇れるものを「横浜逸品」に選定
　　　します。
　　　(a)市内で製造・生産され、店頭販売が可能なもの。
　　 (b)「横浜」や「開港」を連想できるもの。
　　・対象商品の募集：食品部門、非食品部門に分け、
　　　募集を行います。
　　・選定方法：一次審査により各部門10～15点に絞
　　　り込み、市民参加の人気投票等により、各部門上
　　　位５件を「横浜逸品」として選定する予定です。
　　・選定商品に対する支援内容：インターネットや情
　　　報紙等での商品・商店のPR、包装紙デザインの
　　　検討や店頭ディスプレイに対するアドバイザー派
　　　遣など。

【多様な活動団体の連携づくりを力に、地域経済の
活性化を目指します。】

　(2)　地域経済元気づくり事業（中期重点事業）

フ
ロ
ム

市
役
所

＊21年度の事業内容については、市議会での議決を条件とするものです。

　地域経済や商店街の活性化を図るため、商業環境の整備、魅力ある商品・サービスづくりや、地域コ
ミュニティの核としての商店街づくりなど、消費者や地域のニーズを捉えた振興施策に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　18,800千円（20,000千円）

　　商店街とコミュニティビジネス事業者等の横断的な
　連携を図る拠点の事業者を公募により選定し、地域ニ
　ーズを把握した上で、新しい事業提案を商店街等に行
　うとともに、提案事業の取り組みに対する支援を行い
　ます。

【商店街活性化へ向けた最初の一歩を応援します。】

　(3)　商業経営支援事業　　19,600千円（24,540千円）

　　ア　マーケティング調査、勉強会等商店街支援
　　　　商店街の来街者調査等各種調査、集積力向上の
　　　ための検討など、商店街のビジョン策定等の支援
　　　を行います。
　　イ　経営診断、企業マッチング等個別店舗支援
　　　　商店街内の個別店舗を対象に経営診断を行い
　　　ます。また、事業継承支援、店舗流動化支援など、
　　　商店街の店舗と起業家人材のマッチング支援を行
　　　います。
　　ウ　空き店舗活用助成
　　　　商店街の空き店舗を活用して開業しようとする
　　　優れたビジネスプランに対して、改装費や賃料の
　　　補助を行います。
　　エ　店舗流動化動向把握
　　　　モデル商店街での継続的な空き店舗及び後継者
　　　有無の動向などの情報収集を通じて、空き店舗活
　　　用支援及び事業継承支援を進めます。
　　オ　商店街後継者育成
　　　　○商店街の若手リーダー向け研修：商店街活動
　　　　　を担う若手リーダーの活動のヒントとなるよ
　　　　　う、講義・ワークショップ等も取り入れ、地
　　　　　域住民の暮らしを支える「商店街経営力」の
　　　　　向上を目指す研修を実施します。
　　　　○若手経営者向け研修：商店街等の若手経営者
　　　　　のスキルアップを支援し、店舗後継者の育成
　　　　　と魅力的な店舗づくりの手がかりとなる研修
　　　　　を実施します。

【よこはま 市商連】プラス●フロム市役所

平成21年度　横浜市商店街等支援事業の概要

＊カッコ内数値は、20年度予算額。

１　商店街や地域経済の活性化に向けた支援事業
　　　　　　　　　　161,500千円（155,040千円）
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　　ア　商店街提案型支援事業
　　　　地域経済元気づくり事業の成果を踏まえ、当該
　　　事業の実施区域内の商店街等が行う、地域との連
　　　携やまちづくりを視野に入れて立案した総合計画
　　　に基づき実施する事業を支援します。
　　イ　商店街ソフト支援事業
　　　　商店街等の団体が、自ら立案した計画に基づい
　　　て実施する、魅力や認知度の向上を目指すソフト
　　　事業に対し、プラン実践支援・商学連携支援・個
　　　店の魅力アップ支援の制度で応援します。

　(5)　商店街環境整備支援事業

　　　　　　　　　　　　 27,500千円（39,000千円）

　　商店街が行う共同施設の環境整備事業に対して助成
　を行います。街の安全確保の観点から、老朽化した街
　路灯の撤去費用についての補助を新設するとともに、
　温暖化防止に向けて、省エネルギー効果の高い街路灯
　の設置について支援をします。また、公共施設整備計
　画と連携を図り商業基盤施設整備を行う商店街に対
　し、計画策定、設計、整備を支援します。　　

【身近な地域の安全安心・賑わいづくりにつながる
商店街事業を応援します。】

　(6)　身近な商店街支援事業費

　　　　　　　　　　　　 41,000千円（41,000千円）

　　ア　安全・安心な商店街づくり事業
　　　　自主防犯活動に積極的に取り組む商店街を対
　　　象に、自主防犯活動、街路灯電気料への助成を行
　　　います。
　　イ　商店街活性化イベント助成事業
　　　　地域の「にぎわい」や「交流」を生む商店街の
　　　イベント開催を支援します。また、開港150周年
　　　記念のイベント等の参加者を対象とした、複数区
　　　にまたがる商店街が合同で企画運営するイベント
　　　に対して助成を行います。
　　　
【より効果的な商店街支援に向けた検討を進めま
す。】

　(7)　商店街支援施策検討事業

　　　　　　　　　　　　　3,000千円（ 1,500千円）

　　区局の役割分担のあり方など、効果的な商店街支援
　施策の検討を行います。

２　商店街経営実態調査　　　　　　　　　　　
　　92,610千円（　0千円）＜緊急雇用創出事業＞

　　緊急雇用創出事業を活用し、商店街活性化策を検討
　する基礎資料とするため、商店街の概況や活動状況の
　ほか、商店街商圏や顧客評価、個店の経営課題や事業
　継承意向など、商店街の経営実態を総合的に把握する
　調査を行います。

３　コミュニティビジネスへの支援事業
　　　　　　　　　　　14,770千円（15,300千円）
　
【コミュニティビジネスに関心を持つ人の初期相談
から事業化、安定経営までを支援します。】

　(1)　コミュニティビジネス入門講座

　　各区と連携し、コミュニティビジネスの事例紹介を
　中心とした入門講座を開催し、起業人材を掘り起こす
　とともに、広く市民にＰＲします。

　(2)　コミュニティビジネス事業化支援事業

　　ビジネスプランを募集し、優秀なプランに対し、事
　業化経費の一部を助成します。また、専門家による経
　営支援を行います。

　(3)　コミュニティビジネス支援事業業務委託
　　初期相談、起業に必要な知識・ノウハウの講座、情
　報発信、先輩事業者・支援機関等とのネットワーク構
　築により、関心を持つ人が起業し、安定経営するまで
　のサポートを委託します。
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【問い合わせ先】
横浜市経済観光局商業・コミュニティビジネス振興課
TEL.０４５─６７１─２５９１

【商店街で策定した活性化計画の事業化を応援します。】

　(4)　商店街戦略的実践支援事業

　　　　　　　　　　　　　48,600千円（29,000千円）


